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体を動かす楽しさを感じながら、子どもたちは少しずつ自分の動き
方を見つけていきます。登る、くぐる、降りるといった全身運動を取
り入れた遊びの中で、「できた」という小さな達成感や、新しい動き
への興味が広がっていきました。安心できる環境の中で、子どもた
ちが思い思いに体を動かし、運動の楽しさに触れた活動の様子を
紹介します。

活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

・タイニークライマーに興味を示す姿が見られ、
積極的に挑戦していた。
・最初は慎重に取り組む様子が見られたが、何度
も繰り返すうちにダイナミックな動きを楽しむ
ようになった。登る、降りる、歩く、四つん這い
で渡るなどの動きの他、走ったりジャンプした
り後ろ向きで歩いたりなど、子ども自身で動き
を考えて試す姿が見られた。お尻を付けて滑り
降り、すべり台に見立て、工夫して遊ぶ様子も
あった。
・トンネルをくぐることを楽しみ、保育者に「もう
一回」と声をかけて、積極的に参加していた。
・トンネル内では、一度止まって周囲を見渡した
り、トンネル越しに外の様子を見てみたりなど、
普段と異なる見え方を楽しむ姿もあった。ま
た、後ろの友だちを気にかけたり、トンネルの
外から友だちがくぐる様子を見たり等、友だち
が遊ぶ様子にも興味を示していた。

活動のために準備した素材や道具、環境の設定

・手作りジョイントマット　・バランスストーン
・いろんな素材センサリーマット　・ウェーブバランス平均台
・タイニークライマー　　

からだを動かすと、世界が広がる。（1歳児・4回目）

振り返りによって得た先生の気づき＞

今回はタイニークライマーとトンネルで運動遊びを行ったが、昇降
の動きがあるタイニークライマーの方をより楽しむ様子が見られ
た。今までの活動を振り返ってみても、昇降の動きができるバラン
スストーンを好む様子があり、ダイナミックに身体を動かして遊ぶ
ことを、より好むということを改めて感じた。


